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平成 31年度　美浜町組織改編

役場の組織が新しくなりました
　町では、これまで ｢第五次美浜町総合振興計画 ｣及び ｢美浜創生
総合戦略 ｣に掲げてきた施策を推進してきました。このたび、夢と
希望 ･地域愛あふれる ｢美し美浜 ｣の実現に向け、4月 1日に組織
を改編しました。
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町
民
の
方
へ
の
情
報
伝
達
手
段
で
あ
る

防
災
行
政
無
線
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ)

、
音
声
告
知
放
送
に
関
す
る
シ

ス
テ
ム
を
併
せ
て
管
轄
す
る
こ
と
に
よ

り
、
効
率
的･

効
果
的
な
情
報
発
信
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

● 

国
体
推
進
室
の
廃
止

▼
美
浜
創
生
戦
略
課

● ｢

ボ
ー
ト
の
町
美
浜｣

の
更
な
る
推
進

　

｢

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体･

障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会｣
が
大
き
な
成
功
を
収

め
、
役
割
を
終
え
た
こ
と
に
伴
い
、
国
体

推
進
室
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ト
の
町
美
浜
推
進
室
に
県
か
ら
専

属
の
派
遣
職
員
を
室
長
と
し
て
受
け
入

れ
、
ボ
ー
ト
競
技
の
更
な
る
強
化
と
推
進

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
と
行
政
の
協
働
を
一
層
推
進
す
る

等
、
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
た
め

の
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
企
画
政
策
課

の
業
務
見
直
し
を
行
い
、
効
率
化
を
図
り

ま
し
た
。

● 

不
登
校
児
童
等
へ
の
手
厚
い
支
援

▼
教
育
政
策
課

　

不
登
校
児
童
等
や
保
護
者
に
き
め
細
や

か
な
支
援
を
行
う
た
め
、は
あ
と
ぴ
あ
内
に

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
教
育
機
会

の
確
保
、
相
談
の
場
を
設
け
る
等
、
個
々

の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

●   

農
林
水
産
業
と
商
工
業
の
連
携
に
よ
る

産
業
の
活
性
化

▼ 

産
業
振
興
課(

旧
農
林
水
産
課･

み
は
ま
ブ
ラ
ン
ド
開
拓
課)

● 

み
は
ま
ブ
ラ
ン
ド
の
発
展

　

農
林
水
産
業
と
商
工
業
の
連
携
に
よ

り
、
地
場
産
業
の
活
性
化
や
地
場
産
品

の
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

● 

周
遊
滞
在
型
観
光
の
実
現

●  

健
康
楽
膳
拠
点
施
設｢

こ
る
ぱ｣

と
の
観

光
連
携

　

２
０
２
３
年
春
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開

業
を
見
据
え
、
周
遊
滞
在
型
観
光
の
実
現

に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
に
予
定
し
て
い
る｢

こ
る
ぱ｣

の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
三
方
五

湖
周
辺
の
観
光
施
策
と
連
携
し
た
、
施
設

の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

● 

に
ぎ
わ
い
の
拠
点
づ
く
り

　

ス
マ
ー
ト･

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
、
に
ぎ
わ
い
拠
点
整
備
室
に
専

任
の
室
長
を
配
置
し
、
地
域
住
民
が
集
う

に
ぎ
わ
い
の
拠
点
づ
く
り
の
推
進
体
制
強

化
を
図
り
ま
す
。

▼
福
祉
課

● 

幼
少
期
か
ら
の
食
育
推
進

　

幼
少
期
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
食
へ
の

関
心
を
醸
成
す
る
た
め
、管
理
栄
養
士
を

保
育
園
に
配
置
し
、食
育
の
推
進
体
制
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

塩
熟
ぶ
り
や
熟
成
魚
等
の
商
品
化
が
進

み
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
が
出

た
こ
と
か
ら
、
み
は
ま
ブ
ラ
ン
ド
が
産
業

と
し
て
発
展
す
る
よ
う
、
み
は
ま
ブ
ラ
ン

ド
開
拓
課
を
産
業
振
興
課
内
の
み
は
ま
ブ

ラ
ン
ド
推
進
室
と
し
て
再
編
し
ま
し
た
。
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大型連休中における公共施設等の利用について

町役場の窓口及び届出について

4 4月

27
土曜日

月27日から5月6日は、

祝日や休日が重なり、10

連休になります。

　連休中の届出や医療、ごみの

収集等については、次のとおり

です。

大型連休期間中、町役場のすべての窓口は休みとなり、届出や証明書の発行ができな

くなります。ただし、死亡届や出生届、婚姻届等については受け付けます。

　なお、連休前や連休明けは窓口が集中し、通常よりお待ちいただく時間が長くなること

が予想されますので、あらかじめご了承ください。

日曜日

4月

28

(昭和の日)
月曜日

4月

29

(国民の休日)
火曜日

4月

30

(天皇の即位の日)
水曜日

5月

1

(国民の休日)
木曜日

5月

2

(憲法記念日)
金曜日

5月

3

(みどりの日)
土曜日

5月

4

(こどもの日)
日曜日

5月

5

(振替休日)
月曜日

5月

6

ごみの収集、エコクル美方へのごみの持ち込み

ごみ収集 エコクル美方への持ち込み

可燃･
生ごみ

不燃･
資源ごみ

可燃･
生ごみ

不燃･
資源ごみ

4
月

27日(土) × × ×

28日(日) × 8:30～12:00 8:30～12:00

29日(月)

通常どおり収集

× ×

30日(火) 8:30～16:00 ×

5
月

1日(水) × ×

2日(木) 8:30～16:00 ×

3日(金) × ×

4日(土) × × ×

5日(日) × × ×

6日(月) 通常どおり収集 8:30～16:00 ×

※7日 (火 )からは、通常どおり収集･受け入れを行います。

ご みの収集、エコクル美方への

持ち込みについては次のとお

りです。なお、テレビや洗濯機、パソ

コン等、エコクル美方で受け入れで

きないごみについては、それぞれの

販売店等にお問い合わせください。

連休中の医療施設について

その他の公共施設について

■ 平時のエコクル美方への持
ち込み可能時間

午前8時30分～午後4時 (すべてのごみ)
平日

第2、4日曜日
午前8時 30分～正午 (すべてのごみ )

祝日
午前8時 30分～午後4時
( 可燃と生ごみのみ )

施設名 4月 27日～
5月 6日の開館日 連絡先

子育て支援センター 4月 27日、5月 1日、2日 32-0192

はあとぴあ 4月 27日、28日、30日
5月 1日～ 5日 32-3111

ほほえみ 4月 27日、29日、30日
5月 1日～ 4日、6日 37-2294

あいぱる
4月 30日～ 5月 2日
(4月 29日、5月 3日、6日
は生活介護のみ受け入れ )

32-0755

北西郷公民館 4月 27日、28日 ( ※ ) 32-0317

南西郷公民館 4月 27日 ( ※ ) 32-2654

山東公民館 なし 38-1001

耳公民館 全日開館 (※ ) 32-0027

なびあす 全日開館 (※ ) 32-1212

図書館 全日開館 (※ ) 32-0083

※児童手当の手続きはお早めに！
　児童手当の支給を受ける場合、出生や転入等の事由が発生した日の翌日から15日以内(15日目が土、日、祝日の場合は次の平日)に認定

請求手続きを行う必要があります。したがって、4月12日～21日の期間に出生や転入があった場合は、5月分の児童手当の請求期限が連

休明けの5月7日になります。請求期限を過ぎると5月分からの受給ができなくなりますので、早めの手続きをお願いします。

連 休中に診療を行っている医療機関は次のとおりです。なお、受診の際は、健康保
険証と内服中の薬がある場合は内服薬または薬剤名が分かるものを必ず持参して

届出の期間等 必要書類等

死亡届 死亡を知った日から7日以内 死亡診断書、 届出人 (直近の親族 )の印鑑、町営火葬場使
用料 (利用者のみ：町内者7,000円 ･町外者10,500円）

出生届 生まれた日から14日以内 出生証明書、 印鑑
※母子手帳への証明は平日のみとなります

婚姻届・離婚届 届出をした日から法律上の効力が
発生します

当事者2人の印鑑、本人確認書類 (運転免許証等 )、戸籍
謄抄本 (届け出地が本籍ではない場合 )

※ 上記以外の県内の休日当番医については、｢医療情報ネット福井｣ホームページ内の｢在宅当番医照会｣をご覧ください。

■連休中に受け付けする届出の種類　(受付時間　午前8時30分～午後10時)

■連休中の医療機関情報

■連休中のごみ収集･持ち込み

■町内の主な公共施設の開館日

施設名 4月 27日～
5月 6日の開館日 連絡先

文化会館 なし 32-0707

小倉会館 なし 32-0600

総合運動公園 全日開館 (※ ) 32-3200

ゆうあいひろば 全日開館 (※ ) 32-0776

西郷健康ひろば 全日開館 (※ ) 32-1180

体育センター 全日開館 (※ ) 32-0127

ふれあい広場 全日開館

歴史文化館 全日開館 (※ ) 32-0027

若狭国吉城歴史資
料館 全日開館 (※ ) 32-0050

きいぱす 全日開館 (※ ) 39-1116

■連休中の主なイベント

日時 イベント名 会場

5月 3日 ( 金 )、4日 ( 土 )　午前 10時～午後4時 きいぱすフェスタ ･わんぱくフェア きいぱす、丹生特設会場

5月 5日 ( 日 )　午前 8時 30分～ (予定 ) 国吉城まつり (主催 : 佐柿区 ) 若狭国吉城歴史資料館

4月 27日 ( 土 ) ～ 6月 30日 ( 日 ) 開館 10周年企画展
「国吉城址史跡調査20年の軌跡①」 若狭国吉城歴史資料館

休日の当番医 その他の病院

4
月

27日
(土 )

‐

三方診療所   9:00～12:00

とむらクリニック   9:00～12:30

関根医院   9:00～13:00

加藤医院   9:00～12:00

浅妻内科   9:00～12:30

田辺整形外科   8:30～12:00

28日
(日 )

さわい皮ふ科
9:00～17:00

‐

29日
(月 )

三方診療所
9:00～17:00

‐

30日
(火 )

とむら
クリニック
9:00～17:00

関根医院   9:00～18:00

加藤医院   9:00～18:00

田辺整形外科   8:30～12:00

レイクヒルズ美方病院
　(内科･耳鼻･泌尿器)
　(内科 )

  8:30～12:00
14:00～17:15

休日の当番医 その他の病院

5
月

1日
(水 )

関根医院
9:00～17:00

とむらクリニック　
  9:00～12:30
16:30～19:00

加藤医院   9:00～18:00

2日
(木 )

加藤医院
9:00～17:00

とむらクリニック　   9:00～12:30

関根医院   9:00～13:00

浅妻内科
  9:00～12:30
15:00～18:00

レイクヒルズ美方病院
　(内科･耳鼻･泌尿器)
　(内科 )

  8:30～12:00
14:00～17:15

3日
(金 )

浅妻内科
9:00～17:00

‐

4日
(土 )

田辺整形
9:00～17:00

‐

5日
(日 )

関根クリニック
9:00～17:00

‐

6日
(月 )

東部診療所
9:00～17:00

‐

ください。

(※ )5月7日(火)については休館となります。
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美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

■ お問い合わせ先
　･町観光戦略課
(担当･武田定幸)
　☎32‐6705

↑最優秀賞の表彰を受ける田中監督(左)

■ お問い合わせ先
　･町土木建築課
 　(担当･野原) 

☎32‐6707

日本国際観光映像祭のCM部門で
美浜町のPVが日本部門コマーシャル最優秀賞を受賞

が
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
、
町
が
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
誘
致
に
向

け
制
作
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ(
Ｐ
Ｖ)｢

あ
な
た
と
わ
た
し

の
美
浜
陽よ
う
こ
う光
の
旅｣

が
日
本
部
門

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

映
像
祭
は
、
訪
日
外
国
人
の
増

加
等
を
背
景
に
、
映
像
を
使
っ
た

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方

や
未
来
像
を
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
国
内

外
か
ら
２
２
４
作
品(

世
界
部
門

3

１
４
２
、
日
本
部
門
82)

が
寄
せ

ら
れ
、
自
然
や
文
化
等
の
カ
テ
ゴ

リ
に
分
け
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
が
出
展
し
た
Ｐ
Ｖ
は
、
Ｃ
Ｍ

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
、
映
像
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が

あ
る
こ
と
や
短
い
時
間
に
内
容

が
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
等
が

評
価
さ
れ
、
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｖ
の
撮
影･

制
作
に
携
わ
っ

た
田
中
光
敏
監
督
は｢

こ
の
Ｐ
Ｖ

を
見
て
、
よ
り
多
く
の
人
に
美
浜

の
魅
力
が
伝
わ
っ
て
ほ
し
い｣

と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

月
13
日
と
14
日
に
、
第
1

回
日
本
国
際
観
光
映
像
祭

主要地方道佐田竹波敦賀線 佐田～菅浜間が開通

区
間
で
あ
る
佐
田
〜
菅
浜
間
の
開

通
式
が
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

(

菅
浜)

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
要
地
方
道
佐
田
竹
波
敦
賀
線

は
、
原
子
力
災
害
制
圧
道
路
と
し

3
月
17
日
に
、
主
要
地
方
道

佐
田
竹
波
敦
賀
線
の
一
部

↑ テープカットを行う出席者

■ お問い合わせ先
　･ 町産業振興課
　  みはまブランド推進室(担当･川尻)

☎32‐6714　

■ お問い合わせ先
　･町歴史文化館
　(担当 ･石丸 ) 
　 ☎32‐0027　

美浜の暮らしを通じて人同士のつながりを感じたい

緑のふるさと協力隊に永
ながおか

岡美
み さ

沙さんが着任

月
10
日
に｢

緑
の
ふ
る
さ

と
協
力
隊｣

の
委
嘱
状
交

の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

美
浜
町
伝
統
文
化
継
承
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
、
町
の
伝
統
文
化
を
広

く
紹
介
し
、
次
世
代
に
継
承
し
て

い
く
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の

で
、
今
回
、
教
育
委
員
会
か
ら

橋
本
裕
之
氏
に
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
氏
は
、
長
年
、
美
浜
町
の

祭
礼
に
関
す
る
著
書
や
論
文
を
手

掛
け
て
い
る
ほ
か
、
美
浜
町
誌
第

4
巻｢

舞
う･

踊
る｣

へ
の
執
筆
や

美
浜
中
央
小
学
校
で
の
祭
礼
学
習

等
、
町
の
伝
統
文
化
継
承
活
動
に

4

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
た
橋
本

氏
は｢
子
ど
も
の
頃
か
ら
郷
土
の

伝
統
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

で
、
地
元
へ
の
愛
着
を
よ
り
深
め

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り

と
し
て
の
伝
統
文
化
の
力
を
、
子

ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
の
方
に
も

伝
え
た
い｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
美
浜
中
央
小
学
校
の

み
で
な
く
美
浜
西
小
学
校･

美
浜

東
小
学
校
に
お
い
て
も
、
地
域
の

年
中
行
事
等
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

を
設
け
て
い
く
予
定
で
す
。

月
8
日
に｢

美
浜
町
伝
統

文
化
継
承
ア
ド
バ
イ
ザ
ー｣

↑ 美浜町伝統文化継承アドバイザーを委嘱された橋本氏(左)

橋本裕之氏に美浜町伝統文化継承アドバイザーを委嘱
伝統文化を次世代へ 万が一の原子力災害に備えて

　

戸
嶋
町
長
は｢

今
回
の
開
通
で

敦
賀
半
島
全
体
の
防
災
機
能
が

強
化
さ
れ
、
地
域
産
業
、
周
遊

観
光
等
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る｣

と
述
べ

ま
し
た
。　

て
、
佐
田
か
ら
竹
波
に
か

け
て
平
成
24
年
か
ら
県
が

整
備
し
て
い
る
も
の
で

す
。
今
回
開
通
し
た
の

は
、
佐
田
〜
菅
浜
間
の
約

2･

1
㎞
で
、
菅
浜
〜
竹

波
間
の
約
3
㎞
に
つ
い
て

は
、
平
成
31
年
度
中
に
開

通
す
る
予
定
で
す
。

　

菅
浜
、竹
波
、丹
生
は
、

美
浜
発
電
所
か
ら
お
お

む
ね
5
㎞
圏
内
に
位
置

し
、
発
電
所
で
事
故
が
発

生
し
緊
急
事
態
と
な
っ
た

場
合
に
、
放
射
性
物
質
が

放
出
さ
れ
る
前
の
段
階
か

ら
予
防
的
に
避
難
等
を
開

始
す
る
区
域(

Ｐ
Ａ
Ｚ)

内

に
あ
り
ま
す
。

　

佐
田
〜
竹
波
間
に
ほ
ぼ

直
線
の
バ
イ
パ
ス
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害

時
の
迅
速
な
避
難
や
災
害

制
圧
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

↑ 原子力災害制圧道路(佐田～竹波)

事業区間

今回開通区間

付
式
が
行
わ
れ
、
愛
知
県
出
身
の

永
岡
美
沙
さ
ん
に
委
嘱
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
は
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー

が
、農
山
村
の
現
状
や
暮
ら
し
に

関
心
を
持
つ
若
者
を
、地
域
に
1

年
間
派
遣
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

本
町
で
は
、
昨
年
度
に
続
き
2

人
目
の
受
け
入
れ
と
な
り
、
来
年

3
月
ま
で
の
1
年
間
、
農
業
や
畜

4
月
10
日
に｢

緑
の
ふ
る
さ

と
協
力
隊｣

の
委
嘱
状
交

～隊員紹介～

永
ながおか

岡 美
み さ

沙 さん
広島県出身
27歳
子どもが大好き
水泳が得意

　社会人として働く中で、人と人とのつ

ながりの希薄さを感じ、田舎暮らしをし

たいと思っていたタイミングで、ＳＮＳで偶

然募集を見かけたことがきっかけです。

　美浜町は、海･山･川がそろっていて景

観が良いことに加え、日本海に面していて

海産物が魅力的だったので希望しました。

▼隊員になろうと思ったきっかけ
はなんですか？

▼美浜の皆さんにひと言お願いします
　｢まずはやってみる｣をモットーに、何でも体験してみたいので、私を見
かけたらどんどん声をかけてください。1年間よろしくお願いします。

産
業
、
観
光
、
福
祉
等
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
活
動
を
通
し
て
地
域
住

民
と
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

地
域
お
こ
し
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

↑ 委嘱状の交付を受けた永岡さん
(左から2番目)

▼活動に対する意気込みを教えて
ください
　水稲や園芸等の農業に興味があるほ

か、子どもと触れ合うことも好きなの

で、そのような体験もしたいです。

　地域の方と交流を深めていく中で、自分が持っている力を地域のた

めに役立てたいと思っています。
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美浜発電所の状況

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)

環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
115

　いよいよ始まる大型連休。旅行の移動手段には電車やバスだけでなく自家用

車もありますが、自動車は、家庭からの用途別二酸化炭素排出量において、照

明･家電製品に次いで大きな割合を占めています。

　今月号からは自動車が排出する二酸化炭素に焦点を当て、少しの心掛けで省

エネに貢献できる｢エコドライブ｣を紹介します。

少
し
の
意
識
か
ら
実
践
で
き
る

　
　
　
　

｢

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」

　

自
動
車
業
界
で
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

カ
ー
や
電
気
自
動
車
、
水
素
自
動
車
等

の
低
燃
費
で
環
境
に
や
さ
し
い
車(

エ
コ

カ
ー)

の
開
発
が
進
ん
で
お
り
、
国
内
で

は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
の
保
有
台
数
が

７
５
０
万
台
を
超
え
る
ほ
ど
に
普
及
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
エ
コ
カ
ー
は
全
体
的
に
価
格

が
高
い
た
め
、
環
境
問
題
に
は
関
心
が
あ

る
も
の
の
購
入
に
は
踏
み
切
れ
な
い
と
い

う
人
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
人
に
お
す
す
め
し
た
い
の

が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

と
は
、
燃
費
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
行
う

工
夫
の
こ
と
で
す
。
少
し
意
識
を
変
え
る

だ
け
で
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
抑
え
ら

れ
、
エ
コ
に
貢
献
で
き
ま
す
。
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
を
行
う
事
で
、
一
般
的
に
20
％
近
く

燃
費
が
向
上
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

運
転
時
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

　

車
は
、
発
進
、
巡
航
、
減
速
、
停
止
の

4
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
し
な
が
ら
走
行
し

ま
す
。
各
パ
タ
ー
ン
で
効
果
的
な
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
を
意
識
す
る
こ
と
が
、
燃
費
向
上

に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･
藤
村
）

☎
32
‐
６
７
０
３

※一定以上のエンジン回転でアクセルから足を離すと、燃料を全く使わない状態になる機能。

○発進は一呼吸おいて、おだやかに
　急な加速は燃料を多く消費するため、最初の 5秒間で

時速20kmを目安に発進しましょう。

○先の状況をよく見て、一定速度で走行
　加減速の繰り返しは燃料消費を増加させるため、車間

距離にゆとりを持って、できるだけ一定速度を保ち、余

裕のある運転をしましょう。また、先の信号や先行車の

挙動等の状況をよく見て、早めに対処することも無駄な

加減速の抑制につながります。

○停止位置を予測して、早めにアクセルオフ
　交通状況を見て停止位置が分かったら、早めにアクセ

ルを戻し、エンジンブレーキで減速しましょう。アクセ

ルを戻すことで燃料カット (※ ) が作動し、燃料の消費を

大幅に抑えることができます。

○ムダなアイドリングはやめましょう
　10分間のアイドリングで130cc 程度の燃料を消費し

ます。長めの駐停車の際は、アイドリングをやめましょう。
停止

減速

巡航

発進

■4つの走行パターンとエコドライブの例

照明･家電

36％

自動車

22％

給湯

15％

暖房

14％

その他

8％

キッチン周辺
6％

　

今
回
紹
介
し
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
ど

れ
も
少
し
意
識
す
る
だ
け
で
で
き
る
の

で
、
ぜ
ひ
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

来
月
号
で
は
、
運
転
時
以
外
に
工
夫
す

る
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

出典)温室効果ガスインベントリオフィス
全国地球温暖化防止活動推進センターHPより

運転時の４つの
走行パターン

シリーズ ｢エコドライブ ｣①

家庭からの用途別二酸化炭素排出割合

　

美
浜
町
佐
田(

毛
ノ
鼻)

に
あ
る｢

美

浜
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー｣

は
、万
が
一
、

原
子
力
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
国
、

自
治
体
、
事
業
者
、
専
門
家
等
の
関
係

者
が
集
ま
っ
て
、
事
故
拡
大
防
止
の
た

お
け
る｢

緊
急
事
態
応
急
対
策
等
拠
点

施
設｣

と
し
て
定
め
ら
れ
、
平
常
時
は
、

原
子
力
防
災
訓
練
や
防
災
業
務
研
修
に

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
施
設
の
近
く
に
あ
り
ま
す
が
、

敷
地(

サ
イ
ト)

の
外
に
設
置
さ
れ
て
い

る
た
め
、「
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー｣

と

も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る｢

美

浜
原
子
力
規
制
事
務
所｣

は
、
関
西
電
力

㈱
美
浜
発
電
所
に
関
す
る
保
安
検
査
、
防

災
業
務
等
を
行
う
国(

原
子
力
規
制
庁)

の
事
務
所
で
す
。　

　

事
務
所
に
は
、
所
長
、
副
所
長
の
ほ

か
、
防
災
専
門
官
等
の
職
員
が
常
駐
し
、

発
電
所
の
検
査
や
工
事
の
立
ち
会
い
、

め
の
応
急
対
策
や

情
報
収
集
、
住
民

の
安
全
確
保
の
た

め
の
避
難
等
、
緊

急
対
策
を
講
じ
る

た
め
の
拠
点
と
な

る
施
設
で
す
。
国

の
原
子
力
防
災
に

原
子
力
防
災
体
制
の
整
備
、
原
子
力
防
災

セ
ン
タ
ー
の
管
理
等
の
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

↑美浜原子力防災センター

↑原子力防災訓練

▷4月1日に就任された
原子力規制委員会　原子力規制庁

美浜原子力規制事務所

　美浜原子力規制事務所には平成25年7月に原子力
保安検査官として赴任し、このたび、副所長を拝命
しました渋谷徹と申します。
　当事務所では、引き続き原子力発電所の保安業務
を担当いたします。
　さて、当事務所では、安全上の影響等を考慮した
検査、独立性の高い検査等を基本方針とした、新た
な検査制度を2020年度から円滑に開始するため、
試運用を実施しています。
　原子力発電所の安全を確保するため、より一層、
一生懸命取り組む所存です。今後ともよろしくお願
いします。

▷4月1日に就任された
原子力規制委員会　原子力規制庁

美浜原子力規制事務所

　美浜原子力規制事務所原子力防災専門官の岡田慶一
と申します。
　これまで福井県警察官として勤務し、敦賀警察署
を皮切りに、嶺南で約7年勤務しており、嶺南地域
には縁を感じております。
　私は日頃、原子力防災専門官として自治体等と連
携しつつ、事業者に対する指導等を行うことによ
り、原子力防災体制の整備･維持を図るとともに、
緊急時には原子力防災の要として、住民の皆様の安
全確保と事態の収拾を図るため、関係者等との連絡
調整及び初動指示を行います。
　しっかりと責務を果たしたいと思いますので、よ
ろしくお願い致します。

美
浜
町
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
及
び

　

美
浜
原
子
力
規
制
事
務
所
に
つ
い
て

副所長　渋
しぶ や

谷　徹
とおる

 氏

原子力防災専門官 岡
おか だ

田 慶
けいいち

一 氏



Mihama　Information

募集や案内等、さまざまな
お知らせをお届けします。

お知らせ
Mihama　Information

町役場各部署直通電話番号

町各施設電話番号

３２－３１１１はあとぴあ

なびあす ３２－１２１２

町立図書館(なびあす内)
３２－００８３

３９－１１１６きいぱす

３９－１３０１丹生診療所

東部診療所 ３７－２９１１

３２－３２００総合体育館

４５－２３００エコクル美方

子育て支援センター
３２－０１９２

若狭国吉城歴史資料館
３２－００５０

歴史文化館 ３２－００２７ 

給食センター ３２－２１１１

税 務 課 ３２－６７０２

出 納 室 ３２－６７１０

教育政策課 ３２－６７０８

３２－６７００総　 務    課

美浜創生戦略課 ３２－６７１５

エネルギー政策課
３２－６７１６

生涯学習課 (なびあす内)
３２－１２１２

住民環境課 ３２－６７０３

３２－６７０４福 祉 課

健康づくり課 ３２－６７１３

土木建築課 ３２－６７０７

産業振興課 ３２－６７０６

観光戦略課 ３２－６７０５

上下水道課 ３２－１３４１

議会事務局 ３２－６７１１

３２－６７０１
まちづくり推進課
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東美浜駅
国道27号

梅街道

佐田交差点

菅浜

竹波

マラソン会場
(丹生)

MAP

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

美
浜･
五
木
ひ
ろ
し
ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

(

町
教
育
政
策
課 
担
当･

大
同
／
川
畑)

☎
32
‐
６
７
０
９

● 

交
通
規
制
日
時

　

5
月
12
日(

日)

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

● 

全
面
通
行
止
区
間

　

丹
生
〜
佐
田
交
差
点

第
31
回
美
浜･

五
木
ひ
ろ
し
ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン
開
催
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

交
通
規
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

● 

県
道
竹
波･

立
石･

縄
間
線

● 

県
道
佐
田･

竹
波･

敦
賀
線

【
全
面
通
行
止
区
間
】

● 

町
道
北
田
線･

北
田
3
号
線

● 

町
道
丹
生
線

5
月
16
日(

木)

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

● 

日 

時

● 

会 

場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

● 

講 

師

塚
本 

由
美
子 

氏(

助
産
師)

● 

対 

象

2
ヶ
月
か
ら
7
ヶ
月
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者(

町
内
優
先)

● 

内 

容

オ
イ
ル
を
使
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の

素
肌
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
す
。

● 

定 

員

子
ど
も
13
人

● 

費 
用

２
０
０
円(

当
日
集
金)

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

● 

申
込
期
間

　

5
月
7
日(

火)
〜
5
月
15
日(

水)

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば  

◆｢

春
の
お
さ
ん
ぽ
に
で
か
け
よ
う
!｣  

○
育
児
講
座  

◆｢

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
習
会｣  

5
月
31
日(

金)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

● 

日 

時

● 

集
合
場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

● 

対 

象

在
宅
児
と
そ
の
保
護
者

 (

町
内
の
方
優
先)

● 

内 

容

　

支
援
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
お
散
歩
し
ま
す
。

● 

費 

用

無
料

● 

申
込
期
間

　

5
月
7
日(

火)

〜
5
月
28
日(

火)

● 

そ
の
他

　

雨
天
時
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館

で
遊
び
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー(

担
当･

河
村)

☎
32
‐
０
１
９
２

　

は
あ
と
ぴ
あ
は
、
8
月
か
ら
施
設
内

の
大
規
模
改
修
を
行
う
た
め
、
改
修
が

完
了
す
る
ま
で
の
間
、
施
設
を
ご
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
、
ご
不

便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
期
間
中
も(

社)

美
浜
町

社
会
福
祉
協
議
会
は
通
常
ど
お
り
業
務

を
行
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

(

社)

美
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32
‐
１
１
６
４

は
あ
と
ぴ
あ
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

●
休
館
期
間

　

8
月
〜
翌
年
3
月（
予
定
）

　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
内
の
小･

中
学
校
に
在
籍
す
る
不
登
校
及
び
不
登
校

傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
個
々

の
状
況
に
応
じ
て
、
教
育
機
会
の
確
保
や

社
会
的
自
立
及
び
心
理
的
発
達
へ
の
支
援

を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
た
施
設
で
す
。

　

不
登
校
等
に
つ
い
て
、
困
っ
て
い
る
こ

と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
‐
２
９
６
２
‐
２
７
１
４

　

町
教
育
政
策
課(

担
当･

浅
妻)

☎
32
‐
６
７
０
８

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
の

お
知
ら
せ　

● 

場　

所   

は
あ
と
ぴ
あ　

2
階

産前産後期間の
国民年金保険料が免除されます

年
金 

ニ
ュ
ー
ス 

年
金

ニ
ュ
ー
ス

● 対 象 者 出産日が平成31年2月1日以降の国民年金第1号被保険者

制度概要

※お問い合わせ先　 日本年金機構敦賀年金事務所  ☎ 23‐9902
　　　　　　　　　町住民環境課 (担当 ･山口 )　 ☎ 32‐6703

　国民年金法の改正により、4月1日から、出産(※1)予定日または出産
日が属する月の前月から4カ月間(産前産後期間)(※2)の国民年金保険料
が免除されることとなりました。

(※1)妊娠85日(4カ月)以上の出産のこと(死産･流産･早産･人工妊娠中絶された方を含む)。

● 届出時期 出産予定日の6カ月前から届け出できます。

● そ の 他 必要書類等、詳しくは町住民環境課までお問い合わせく
ださい。

● 届 出 先 町住民環境課

(※2) 多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属する月の3カ月前から6カ月間。

保険料

(例)

納付義務

4月

免除

5月 6月 7月 8月

納付義務

9月

出産
予定月前月 翌々月

免除 免除 免除

平
成
31
年
度

Ｈ
Ｉ
Ｖ･

肝
炎
相
談
検
査

実
施
の
お
知
ら
せ

毎
月
第
1･

3
水
曜
日

午
前
9
時
〜
10
時
30
分

● 

日 

時

● 

会 

場

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
敦
賀
市
開
町
6
‐
5)

● 

対 

象

ど
な
た
で
も

● 
内 
容

Ｈ
Ｉ
Ｖ･

肝
炎
に
関
す
る
相
談

や
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
行
い
ま
す
。

● 

費 

用

無
料

● 

そ
の
他

　

匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
事
前
に
電

話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
22
‐
３
７
４
７

● 

開
設
日
時

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

※ 

土
日
祝
日
や
年
末
年
始
を
除
く
。
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検査の種類 募集人数 助成限度額

PET‐CT検査(ほぼ全身のがんの発見に有効) 20人 29,000円

心臓ドック(心筋梗塞等の早期発見に有効) 5人 18,000円

脳ドック(脳梗塞等の早期発見に有効) 20人 16,000円

● 助成内容

● 申請手続 ①検査を受ける医療･検診機関の検査料金を事前にお調べください。
②印鑑と保険証を持参し、町健康づくり課窓口で申請書に必要事項をご記入ください。
③町から助成決定通知書を送付します。
④医療･検診機関に予約し、受診後に料金(全額)を医療･検診機関にお支払いください。
⑤ 印鑑と振込先の通帳を持参し、町健康づくり課に受診結果･領収書及び明細書･助成金請求
書を提出してください。

⑥審査後、町から助成額確定通知書を送付し、指定口座に助成金を振り込みます。

● 助成期限　2020年2月28日(金)までに請求してください。

・定員に達した時点で次第、募集を締め切ります。
・国民健康保険に加入されている方で、脳ドックの助成を受けられる予定の方は、町住民
　環境課の脳ドック助成を優先的にご利用ください。(広報みはま 平成31年4月号参照)

● 注意事項

● 対象者 ・ 平成31年度中に、50歳～74歳になる方で、本町に1年以上前から住所を有する方。
　(申請日を基準とし、助成金の請求日まで引き続き本町の住民であること)
・各種医療保険の被保険者、被扶養者。(医療保険制度の医療保険各法)
・町税等を完納している方。(世帯員全員)

・医療･検診機関で受診した検査料金の約3分の1を助成します。
・ 検査を複数受診した場合でも、それぞれの検査の助成限度額の範囲内で助成を受けられ
ます。(ただし、重複する検査項目分の料金は、助成対象にならない場合があります。)

※お問い合わせ先　町健康づくり課 (担当・大同 )☎ 32‐6713

　(申請日を基準とし、助成金の請求日まで引き続き本町の住民であること)

～社会保険に加入されている方も利用できます～

PET-CT検査、心臓･脳ドックの検査費用を助成します

※お問い合わせ先　町美浜創生戦略課(担当･荒木) ☎32‐6715

　町では、若者の町内定住促進と活力あるまちづくりを促進させることを目的に、町内の民間賃貸住宅
に入居する若者夫婦世帯に対して家賃の一部を助成します。

町内の民間賃貸住宅に入居する若者夫婦世帯を支援します！

美浜町若者夫婦世帯定住促進家賃補助金

● 対象世帯 (下記のすべてを満たす世帯 )
①  前年の世帯収入が800万円以下であること。
②　 申請時点の夫婦の満年齢合計が 80歳未満で

あること。

⑨ 他の世帯員が、この補助金を受けていないこと。

③　 町内に住所を有し、引き続き町内に 2年以上
継続して定住できること。

④　 補助金の申込日前 1年間に、夫婦で町内の民
間賃貸住宅に居住したことがないこと。

⑤ 他の公的な家賃補助を受けていないこと。
⑥ 税金や公共料金等に滞納がないこと。
⑦ 賃貸住宅を自己の居住目的に使用すること。
⑧ 世帯員の所有する住宅が町内にないこと。

最長24カ月● 補助期間

● 申込開始日 月　　　日 (月 ) ～5 13
家賃から住居手当等を引いた額

の1/3 ( 千円未満切り捨て )

● 補助額

※上限は月額20,000円

申請に必要な書類については、町HPをご覧い
ただくか、下記までお問い合わせください。

● その他

4月、10月頃に半期(6カ月)分を振り込みます。

● 補助金の交付

高
等
学
校
等
へ
通
う
生
徒
の

通
学
費
を
助
成
し
ま
す　

● 

助
成
対
象
要
件

･

　

 

町
内
在
住
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
高
等

専
門
学
校
に
在
学
し
て
い
る
生
徒
を
養

育
し
て
い
る
者

･

　

 

町
税
等
の
滞
納
が
無
い
こ
と(

世
帯
全

員)

･

　

 

同
様
の
制
度
の
補
助
を
他
に
受
け
て
い

な
い
こ
と

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
政
策
課(

担
当･

川
畑)

☎
32
‐
６
７
０
８

● 

助
成
金
額

　

通
学
に
要
す
る
定
期
乗
車
券
ま
た
は
回

数
乗
車
券
購
入
費
の
3
分
の
1(

※)

の
額
。

た
だ
し
、1
カ
月
あ
た
り
１
０
，０
０
０
円

(

１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て)

を
上
限
と
し

ま
す
。

(

※)

　 

美
浜
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
受
給
世
帯
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
及
び
住
民
税
非
課
税

世
帯
は
2
分
の
1

● 

申
請
方
法

　

所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え

て
町
教
育
政
策
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
用
紙
及
び
必
要
書
類
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
町
教
育
政

策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

4
月
1
日
か
ら
申
請
書
の
様
式
や
必
要

書
類
が
一
部
変
更
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

3
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
第
3
回
美
浜

町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
議
案
を
審
議

し
、
す
べ
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
教
育
政
策
課(

担
当･

浜
野)

☎
32
‐
６
７
０
８

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
議
案
第
14
号

　

美
浜
町
幼
稚
園
型
一
時
預
か
り
事
業
実

施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
の
制
定

に
つ
い
て

▼
議
案
第
13
号

　

美
浜
町
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

▼
議
案
第
12
号

　

区
域
外
就
学
に
つ
い
て

｢

ふ
く
い
合
同
就
職
面
接
会
〜
応
援

し
ま
す
！
あ
な
た
の
未
来
〜｣

が

開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
敦
賀

☎
22
‐
４
２
２
０

● 

会 

場

　

福
井
県
産
業
会
館
1
号
館･

2
号
館

(

福
井
市
下
六
条
町
１
０
３)

● 

参
加
対
象
者

　

来
春
新
規
大
学
等
卒
業
予
定
者
の
方
、

ま
た
は
卒
業
し
て
か
ら
3
年
以
内
の
方

6
月
8
日(

土)

● 

日 

時

午
前
11
時
〜
午
後
3
時

(

受
付
午
前
10
時
30
分
〜)

県
内
企
業
１
８
０
社
予
定

● 

参
加
企
業
数

● 

そ
の
他

　

事
前
申
込
不
要
で
入
場
自
由
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

無
料

● 

参
加
料

■お問い合わせ先　きいぱす (担当 ･鳥羽 )　☎ 39‐1116

ゴールデンウィーク特別イベント 入館料

無料

開催日時 5 月3 日(金)、4 日(土)
午前10時～午後4時

イベント ･VR体験
･きいぱす工作体験教室　等

● 

申
請
期
限

　

定
期
乗
車
券
等
の
有
効
期
間
満
了
後
、

1
カ
月
以
内

※対象は小学生以上
　( 小学生は保護者の
　　同意書が必要です )

きいぱす新アイテム
VRでエネルギー
を仮想体験！

きいぱすフェスタを開催！
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※お問い合わせ先　町歴史文化館(担当･松葉) ☎32‐0027

※事前に町歴史文化館まで申し込みをお願いします。(会場に余裕がある場合、当日受付可 )

みはま
“郷育プログラム”

関連講座

座　学

日時

会場

5月25日 (土 )午後1時30分～3時

美浜町歴史文化館　研修室2

講師 堂野前 彰子 氏(明治大学経営学部 兼任講師)

内容 新元号･令和にちなむ梅花の宴。
時の大宰府と官人意識はどうであったのか。
古代文学の立場から語ります。

定員 40人

第 2 回講座 「大宰府と梅花の宴」

みはま土曜歴文講座 受講料

無 料
※展示室への入室には
　入館料が必要です

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
、
身

体
障
が
い
者
の
方
等
に
対
す
る
減
免
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

● 

該
当
車
両

① 

障
が
い
者
本
人
が
所
有
す
る
車
両
で
、

障
が
い
者
と
生
計
を
一
に
す
る
方
が
運

転
し
、そ
の
障
が
い
者
の
通
院
や
通
学
、

仕
事
等
に
使
用
す
る
場
合

② 

18
歳
未
満
の
障
が
い
者
と
生
計
を
一
に

す
る
方
が
所
有
す
る
車
両
で
、
専
ら
そ

の
障
が
い
者
の
通
院
や
通
学
、
仕
事
等

に
使
用
す
る
場
合

● 

申
請
に
必
要
な
も
の

①
納
税
通
知
書

　

※
5
月
10
日
発
送
予
定

②
車
検
証

③
運
転
免
許
証

④ 

所
有
者(

納
税
義
務
者)

の
個
人
番
号

カ
ー
ド(

通
知
カ
ー
ド)

ま
た
は
個
人

番
号
の
記
載
さ
れ
た
住
民
票

⑤
身
体
障
害
者
手
帳

⑥
印
鑑

⑦ 

生
計
を
一
に
す
る
方
が
運
転
す
る
場
合

は
、
通
院
や
通
学
、
仕
事
等
に
使
用
す

る
こ
と
が
分
か
る
も
の

○
が
ん
出
張
相
談･

サ
ロ
ン　

　

が
ん
相
談
員
に
よ
る
出
張
相
談
及
び
サ

ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
サ
ロ
ン
で
は
、
仕

事
と
の
両
立
に
関
す
る
ミ
ニ
講
座
も
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
県
看
護
協
会

　

☎
０
７
７
６
‐
54
‐
８
６
２
０

が
ん
患
者
相
談
支
援
の
お
知
ら
せ

●
日　

時　

5
月
21
日(

火)

　

(

相　

談)　

午
前
10
時
〜
正
午

　

(

サ
ロ
ン)　

午
後
1
時
〜
3
時

●
場　

所

　
　

公
立
小
浜
病
院　

会
議
室

(

小
浜
市
大
手
町
2
‐
2)

●
費　

用　
　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

敦
賀
税
務
署
に
よ
る
、
事
業
者
を
対

象
と
し
た
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
等

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
軽
減
税
率
制
度
の
概

要
や
制
度
対
応
に
係
る
支
援
制
度(

補
助

金
等)

等
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

金
沢
国
税
局
課
税
部
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
‐
03
‐
８
１
２
１

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

●
日　

時　
　

5
月
14
日(

火)

　

①
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

②
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

6
月
11
日(

火)

　

①
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

②
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

●
場　

所

　

敦
賀
税
務
署　

4
階
会
議
室

(

敦
賀
市
鉄
輪
町
1
‐
7
‐
3)

○
Ａ
Ｙ
Ａ
サ
ロ
ン

　

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代(

15
歳
〜
39
歳)

の
が
ん

経
験
者
の
方
を
対
象
に
サ
ロ
ン
を
開
催
し

ま
す
。
同
世
代
の
経
験
者
同
士
で
集
い
ま

せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

福
井
県
立
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
６
‐
54
‐
５
１
５
１

●
日　

時

5
月
23
日(

木)

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
2
時
30
分

●
場　

所

　

福
井
県
立
病
院
が
ん
医
療
セ
ン
タ
ー

(

福
井
市
四
ツ
井
2
丁
目
8
‐
1)

●
費　

用

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

● 

そ
の
他

　

開
催
日
時
の
中
で
、
都
合
の
良
い
と

き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
公
共

交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

会
場
の
収
容
人
数
の
都
合
に
よ
り
、
ご

参
加
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
均
等
割
が
、

こ
れ
ま
で
9
割
軽
減
と
な
っ
て
い
た
方
に
つ

い
て
、
8
割
軽
減
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
者　

 

世
帯
の
総
所
得
金
額
等
が

33
万
円
以
下
で
、
世
帯
内
の

被
保
険
者
全
員
が
年
金
収
入

の
み
で
80
万
円
以
下
の
方

▽
変
更
点　

 

平
成
31
年
度
は
均
等
割
が
8

割
軽
減
と
な
り
ま
す(

平
成

30
年
度
以
前
は
9
割
軽
減
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

関
す
る
お
知
ら
せ

平
成
31
年
度
保
険
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

● 

均
等
割
軽
減
割
合
の
変
更

▽
対
象
者　

 

世
帯
の
総
所
得
金
額
等
が

33
万
円
＋
基
準
額
×
世
帯
に

属
す
る
被
保
険
者
数
以
下
の
方

▽
変
更
点

　

○
均
等
割
5
割
軽
減
対
象
者

　
　
　
　
　

 

基
準
額
が
27
万
5
千
円
か
ら

28
万
円
に
変
更
と
な
り
ま
す

　

○
均
等
割
2
割
軽
減
対
象
者

　
　
　
　
　

 

基
準
額
が
50
万
円
か
ら
51
万

円
に
変
更
と
な
り
ま
す

● 

均
等
割
軽
減
基
準
額
の
変
更

①AC入力プラグを外す
②ケーブル入力を外す
③本体を取付板から外す
　(少し上に持ち上げてから外す )
④電池ぶたを開ける (下に押しながら左に引く )
⑤乾電池を外す

⑥プラス ･ マイナスの方向を確認
　し、　新しい乾電池を入れる
⑦電池ぶたを閉める
⑧本体を取付板に付ける
⑨外したコード類を接続する
⑩ACプラグを接続する

外し方 入れ方

電池交換の仕方

●乾電池(単2×4本 )は、停電時等の非常用です。

　必ず乾電池を入れてください。

●乾電池ランプが点滅した時は、新しい乾電池と交換してください。

●使い切った電池を長時間放置すると液漏れによる故障の原因になります。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

馬
野)

☎
32
‐
６
７
０
３

● 

申
請
期
限

　

5
月
24
日(

金)

ま
で

　

※
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
7
日
前
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
税
務
課(

担
当･

高
木)

☎
32
‐
６
７
０
２

※ 

軽
自
動
車･

普
通
車
合
わ
せ
て
1
人
1

台
の
み
対
象
の
た
め
、
普
通
車
や
別
の

軽
自
動
車
で
、
す
で
に
減
免
を
受
け
て

い
る
方
は
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　電池が ｢消耗している ｣または ｢入っていない ｣場合は点滅します。
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※お問い合わせ先　　町住民環境課（担当・藤村）☎32‐6703

　平成 31年度の狂犬病の予防集合注射を次の日
程で行います。犬を飼っている方は、「狂犬病の予
防注射」を最寄りの会場で受けてください。
　当日都合の悪い方は、年度内に動物病院で狂犬
病予防注射を必ず受けてください。狂犬病予防注
射は、法律により 1年に 1回接種しなければな
りません。
　飼い犬の登録をしていない方は、集合注射会場
または町住民環境課、動物病院に印鑑を持参し、
飼い犬の登録をしてください。登録は、生涯に１
度ですので、既に登録済みの方は予防注射のみ受
けてください。
　また、飼い犬が死亡したり、飼い主や住所等に
変更があった場合は、印鑑を持参の上、町住民環
境課に届け出をお願いします。

会　場 時　間

ニューポート(丹生)  9:20 ～ 9:25

すがはま生協  9:40 ～ 9:47

北田集落センター  9:55 ～10:00

佐田公民館 10:05 ～10:15

農村婦人の家(山上) 10:20 ～10:25

坂尻消防小屋前   10:30 ～10:37

安江集会所 10:45 ～10:50

新庄山村開発センター 11:00 ～11:10

上野生活改善センター 11:20 ～11:27

木野担い手センター 11:35 ～11:42

町役場前 13:10 ～13:30

大藪生活改善センター 13:45 ～13:50 

日向バス停 14:00 ～14:13

早瀬観光センター 14:20 ～14:28

久々子生活改善センター 14:35 ～14:43

体育センター 14:50 ～15:00

区　分 料　金

犬の登録手数料 3,000円

予防注射料金 2,450円

注射済票交付手数料 550円

合　　計 6,000円

区　分 料　金

予防注射料金 2,450円

注射済票交付手数料 550円

合　　計 3,000円

■ 5月16日(木）

▼注射のみの場合

▼新規登録の場合

※お釣りがないようご協力をお願いします。

狂犬病予防注射
平成31年度

の日程をお知らせします

※ 会場には、予定時間より早めにお集まりいただく
ようお願いします。

※お問い合わせ先　町産業振興課 (担当 ･大同 ) ☎ 32‐6706

美浜町農業基本計画アクションプラン
｢いきいき農業サポートプラン (平成 31年度版 )｣ を

スタートします

農村集落や小規模農家グループ、新規就農者も支援します

平成 31年度版アクションプラン　強化ポイント
①　経営規模拡大や集落営農づくりの推進体制の強化

②　町内外からの新規就農者の確保と、受け入れ体制の強化

③　一般の農家の認定農業者へのステップアップを支援 ( 機械整備支援 )

　本プランは、担い手農家だけでなく、農村集落や小グループによる新たな取り組みや新規就農者の育成に

ついても支援します (※ )。ぜひ、プランの活用をご検討ください。

　詳しい支援内容については町のホームページをご覧ください。
　URL  http://www.town.mihama.fukui.jp/www/info/detail.jsp?id=4573

　町では、平成27年 3月に策定した美浜町農業基本計画の実現に向けて、計画に基づくアクションプラン

｢いきいき農業サポートプラン ｣を平成 28年度から実施しています。

　平成31年度は、これまでの取り組みによる成果を踏まえ、支援内容を再検討し、一部を変更、強化します。

※ 本プランの対象者は、米の生産調整を継続履行している方で、要件を満たしていない方は通常支援のみとなります。

※お問い合わせ先　町エネルギー政策課 防災･原子力対策室(担当・田村) ☎32‐6716

実 施 日 時 情報伝達手段 放 送 内 容

5月15日(水)

午前11時頃

防災行政無線
及び

音声告知放送

 

防災行政無線を用いた全国一斉の

注)当日は、美浜町以外の地域でも、全国一斉に伝達試験が実施されます。

【 日時 】 5月15日(水) 午前11時頃(国民保護情報)
緊急情報の伝達試験を実施します

<チャイム>

｢これは、Jアラートのテストです。｣　(3回)

こちらは、防災美浜町です。 <チャイム>

　

町
で
は
、
障
が
い
者(

児)

の
福
祉
に
関

す
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
相
談
員
や

相
談
事
業
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
相
談

に
応
じ
必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
ほ
か
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
や
権
利

擁
護
の
た
め
の
必
要
な
援
助
を
行
い
ま
す
。

● 

相
談
員

▽
身
体
障
害
者
相
談
員

　

石
丸
清
美
氏(

山
上)

　

中
村
惠
子
氏(

早
瀬)

▽
知
的
障
害
者
相
談
員

　

松
井
由
起
子
氏(

郷
市)

● 

相
談
事
業
所

▽
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

若
狭
ね
っ
と

　

(

若
狭
町
市
場
21
‐
8
‐
7

Ｍ
Ａ
Ｉ
ビ
ル 

1
階)

　
　
　
　

☎
０
７
７
０
‐
62
‐
０
０
２
５

▽
社
会
福
祉
法
人
二
州
青
松
の
郷

　

は
あ
と
ぽ
ー
と
さ
く
ら
ヶ
丘

　

(

敦
賀
市
桜
ヶ
丘
町
8
‐
8)

　
　
　
　

☎
０
７
７
０
‐
24
‐
４
８
４
８

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課(

担
当･

川
口)　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
４

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
福
祉
課

　

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者(

児)

の

　
　
　
　

相
談
支
援
の
お
知
ら
せ

5
月
15
日(

水)

午
後
1
時
〜
2
時

● 

日 

時

● 

会 

場

東
部
診
療
所

● 

対 

象

　

町
内
在
住
で
、
も
の
忘
れ
や
認
知
症
に

つ
い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

● 
内 
容

　

東
部
診
療
所
と
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

　

個
別
相
談
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

● 

定 

員

2
人

● 

費 

用

無
料

● 

そ
の
他

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

(

担
当･

藤
木)

☎
32
‐
６
７
０
４

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
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きいぱすＶＲ無料体験会
仮想現実 (VR) を体験

↓VRコンテンツに見入る参加者たち

　3月 23日に、VR無料体験会がきいぱすで開催されました。
　VRは、専用のゴーグルを装着することで、普段目にできない
映像を視聴できるもので、当日は約70人の参加者が ｢黒部ダム
へダイブ !｣ や ｢ 石炭のパワー ｣等の映像を体験しました。
　また、日本原子力研究開発機構によるウランガラスの展示や、
エントランスでマルシェが開催され、会場は多くの来場客でにぎ
わっていました。

↓湖に向かって土器を投げる戸嶋町長 (中央 )

　3 月 30 日と 31日に、三方五湖春まつりがレイン
ボーラインで行われました。
　初日の式典では、梅丈岳山頂から ｢土器 (かわらけ )
投げ ｣が行われ、1年の賑わいと安全を祈願しました。
　山頂公園では、天空の足湯やカウンターテラス等の
ビュースポットにたくさんの観光客が訪れにぎわって
いました。

町内の小学校新入学生へ

↓戸嶋町長に目録を贈呈する栗田社長(右 )

　3月 27日に、福井エフエム放送 (株 )の栗田剛夫社
長が町役場に来庁され、防犯ブザーの贈呈が行われま
した。
　このブザーは、町内小学生が不審者から身を守ると
きに使うもので、平成15年から毎年いただいています。
　栗田社長は、｢子どもたちの安全安心のため、この防
犯ブザーを役立ててもらいたい ｣と話されました。

防犯ブザー贈呈
三方五湖に春が来た！

三方五湖春まつり

医療 ･福祉 ･調理のプロを目指して

　4月 8日に、学校法人青池学園の入学式が若狭医療福祉
専門学校 (大藪 ) で行われました。
　今年度は、若狭医療福祉専門学校 31 人 ( ベトナムか
らの留学生 8人を含む )、青池調理師専門学校 32人、計
63人を迎えての入学式となりました。
　式では、新入生代表の橋本奨太さんが｢将来なりたい自分
を思い描きながら学業に励み、地域社会に貢献できる人材と
なれるよう努力します｣と誓いの言葉を述べました。

↓新入生を代表して誓いの言葉を述べる橋本さん

第14回
全国中学校選抜ボート大会

全国から選ばれた96人が力漕
　3月23日、24日に、第14回全国中学校選抜ボー
ト大会が県立久々子湖ボートコースで行われました。
　本大会には、全国から96人の中学生が参加し、
シングルスカルでタイムを競い合いました。
　大会結果は次のとおりです。

↓力強く艇を漕ぐ選手たち↓選手宣誓を行う森下さん(左)と中村さん(右)

男　子　の　部 女　子　の　部
優 勝 永井　琉貴　(ぎふジュニアボートクラブ) 兼松　万綸　(ぎふジュニアボートクラブ)

2 位 竹山　楓人　(鳥取ジュニアローイングクラブ) 杉原　春菜　(米子漕艇クラブ)

3 位 川竹　葉来　(大台中学校) 三中　心花　(鳥取ジュニアローイングクラブ)

4 位 佐々木　静基　(米子漕艇クラブ) 鈴木　美耶　(ぎふジュニアボートクラブ)

5 位 宮口　優希　(瀬田中学校) 戸川　世莉香　(大台中学校)

6 位 山本　健斗　(鳥取ジュニアローイングクラブ) 鴇田　彩桜　(隅田川ローイングクラブ)

7 位 宮本　大地　(大台中学校) 八塚　彩沙　(今治ローイングクラブ)

8 位 松瀬　大洋　(日の出中学校) 森川　穂佳　(ぎふジュニアボートクラブ)

9 位 大畑　奏輔　(鳥取ジュニアローイングクラブ) 田口　穂乃花　(大台中学校)

10 位 小髙　天万　(日の出中学校) 田窪　由惟　(今治ローイングクラブ)

11 位 出沼　聖弥　(日の出中学校) 勝見　紅葉　(瀬田北中学校)

12 位 谷口　雄之介　(城崎中学校) 岩本　結愛　(美浜中学校)

【大会結果 (敬称略 )】

学校法人青池学園入学式

地域の発展と共に50年↓戸嶋町長に記念目録を贈呈する廣瀨信一会長 (左 )

美浜ライオンズクラブ
　　　　結成50周年記念式典

↓エントランスではマルシェを開催

　4月 13日に、美浜ライオンズクラブの結成 50周年記
念式典がなびあすで開催されました。
　美浜ライオンズクラブでは ｢未来への架け橋　地域の発
展と共に ｣をテーマに、昨年度、美浜美しの森公園での桜
苗木の植樹や、せせらぎ保育園へのピアノ寄贈等の記念事
業を実施しており、今回はその集大成として記念式典を執
り行いました。
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"超"高齢化社会に備えて

健康寿命の長い地域で
あり続けるために

放 送 局

こやす か

※お問い合わせ先　
　子育て支援センター(担当･河村) ☎32‐0192

子

健康 ･福祉 ･子育てに関する
情報をお知らせします。

明るい高齢化社会を目指して

※お問い合わせ先
　町福祉課　高齢者支援センター(担当･藤木)

　☎37‐2911

　これまで、このコーナーでは東部診療所から医療に関する情報をお知らせ

してきました。今月号からは、高齢者支援センターから高齢者福祉に関する

情報をお届けします。

ご存じですか？
ミニさくらんぼ♪

　国立社会保障･人口問題研究所によると、近い

将来、人口の半分以上が高齢者(65歳以上)である

市区町村が、全体の3割になるといわれています。

　"超"高齢者社会を迎えるにあたり、すべての人が

｢元気にいきいきと歳をとる｣ことが大切で、そのよ

うな人は、自分はもちろん他の人も支えられます。

　健康寿命とは、健康で自立した日常生活を送れ

る期間のことを指し、平均寿命が伸びている現

代、健康寿命を伸ばすことが大切です。

　美浜町は県内で2番目に高齢化率が高い自治体

です。町では、健康寿命が長く続き、すこやかに

暮らしていただけるよう、介護予防教室(いきい

※お問い合わせ先 
　町健康づくり課

(担当･中西 ) 
☎32‐6713

運動をして、
心も体もリフレッシュ
しましょう♪

き健康教室)や認知症に関する研修会の開催等を

行っています。

　特に、昨年リニューアルした｢へしこドドンパ

体操｣は、認知症予防に効果があるといわれる

｢デュアルタスク(※)｣や、リハビリ的な視点を取

り入れているので、毎日続けることで元気な脳と

身体を手に入れられます。

　健康寿命を伸ばすことは日本全国共通の目標で

す。元気な体づくりと健全で活発なコミュニケー

ションがとれる地域づくりは本当に大切で、セン

ターでは、そのお手伝いをしています。

(※)…2つのことを行う｢ながら｣動作のこと

育て支援センターでは、出張子育てひろば
｢ミニさくらんぼ｣を町内各地(右表参照)で

開催しています。
　ミニさくらんぼは、同じ地域で子育てをする
方々が集い、子どもを遊ばせながら自由に交流す
る場です。参加された方からは、｢友達ができた｣
｢先輩ママに相談してアドバイスをもらった｣等の
声をお聞きしています。
　スタッフは、美浜町の子どもたちを見守り、子
育ての相談･支援を専門とする主任児童委員や社

実 施 会 場 対 象 地 区 開 催 月

南西郷公民館 美浜西小学校区 9月、2月

文化会館 美浜中央小学校区 1月

佐田公民館 美浜東小学校区 7月、12月

けやき台
第1集会所

けやき台
(年齢別で実施 )

6月、8月
10月、11月

■平成31年度ミニさくらんぼ開催予定

※開催時間はいずれも午前10時から11時30分

て事前にチラシを配布しますので、皆さん、ぜひ
足を運んで遊びに来てください。
(民生児童委員がいない区には、個人に通知して
います。)

会福祉協議会職員、セ
ンター職員です。会場
では、日々の悩みや不
安等も相談できます。
　対象の方には、地区
の民生児童委員を通じ

　長かった冬も終わり、ようやく春らしい陽気になってきました。
　冬は外出する機会が減り体重が増えてしまった方もいるのではないで
しょうか。 過ごしやすいこの季節に、ぜひ体を動かしてみませんか？

ウォーキングマップで楽しく歩こう！

　町では健康づくり推進協議会ワーキング部会と共同で、北西郷地区･南西郷

地区･耳地区･山東地区のウォーキングコースを掲載した｢みはまを歩こうマッ

★運動の種類と健康づくりに効果的な運動方法
①筋肉の柔軟性を高める｢ストレッチ運動｣

　筋肉の柔軟性を高める運動で、リラックス効果もあるので、目

覚めた時や寝る前、仕事の合間、運動の前後にお勧めです。ま

た、肩こりや腰痛の予防にも効果があります。

②筋肉を増やし、筋力を高める｢無酸素運動｣

　筋力を高めるトレーニングは何歳から始めてもよく、鍛えれば

筋肉は増えます。筋肉が増えることで日常生活の動きがスムーズ

になり、基礎代謝量も増加し、太りにくい体質になります。

③脂肪を燃焼する｢有酸素運動｣

　酸素を多く取り入れて脂肪を燃焼させる有酸素運動の代表的な

ものはウォーキングで、体に負担なく手軽にできます。脂肪を燃焼す

ることは、高血圧や糖尿病等の生活習慣病の予防・改善に効果的な

ほか、心肺機能の強化やストレス解消等の効果もあります。

無酸素運動

ストレッチ運動有酸素運動

POINT！
３つの組み合わせで運動を
より効果的にしよう！！POINT！

プ｣を作成しました。

　今後は、このマップを活用した運動教室等を予

定しています。マップの配布等については、町健

康づくり課までお問い合わせください。

正しい歩き方で、運動効果を高めましょう!

健康に歩こう!　ウォーキングのポイント

 ＜正しい歩き方＞

1日8,000歩を目標に歩くことが理想です。

もし、普段あまり歩かない方は、「いつもより10分多く歩く」

ことで、歩数は1000歩ほど増えますよ!

ぶらぶら、適当に歩くだけでは運動の効果はあまりありません。

額にうっすら汗がにじむ程度のスピード（「すこしきつい」

と思うくらいの強度）で歩くのがオススメです !

● 背筋を伸ばし、 

胸を張って堂々と歩く

● 目線は10～15m 

先を見る

●あごは軽く引く

●肩の力を抜いてリラックス

ひじは90度に曲げ、足の動き
に合わせて、後ろに引くよう
に振る

● いつもより大股ぎみに

歩き、ひざはなるべく

伸ばし、腰から前方に

出すようなイメージ

かかとから着地させ、 
つま先で蹴る

　1日の運動量として約8,000歩を目標に歩くことが理想で

す。10分間早歩きすると約1,000歩、80分のウォーキングで

約8,000歩となりますが、普段忙しい方やウォーキングに慣

れていない方は少し難しいかもしれません。そのため、普段の

歩数プラス1,000歩(プラス10分)をこころがけましょう。

正しい歩き方等も

掲載しています！
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雪
が
降
る
逢
い
た
い
人
の
顔
に
な
る

メ
ー
ル
よ
り
ペ
ン
で
書
き
た
い
あ
り
が
と
う

熱
は
無
し
心
に
か
ぜ
を
引
い
て
ま
す

大
根
も
大
根
な
り
の
芸
が
あ
る

判
断
の
甘
さ
が
招
く
大
災
害

ス
イ
ー
ツ
は
別
腹
で
す
と
す
ま
し
顔

握
手
す
る
そ
の
手
に
平
和
担
っ
て
る

小
さ
な
手
真
似
し
て
合
す
初
詣
で

聞
き
役
の
耳
は
い
つ
で
も
開
い
て
る

3/1～3/31 受付分
（敬称略）慶弔慶弔

⑪

① ③

④⑤⑥⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

★

★

②

⑫ ★

●応募方法
　キーワードをといて、しりとりをしな
がら右回りにことばを入れてください。
★の中の文字を並べ替えると、美浜町の
地区か場所かイベント名ができます。

　締切りは、5月10日(金)(消印有効)です。
正解者の中から抽選で5人の方に記念品をお
送りします。
●4月号の答え　日向
●応募者総数は19人で全員正解でした。当選
の発表は、記念品の発送をもってかえさせて
いただきます。

●キーワード
① 新元号
② 割れ目に沿い、二つに割る箸
③ 4月29日
④ 魚介類の身を干したもの
⑤ 春頃に自生する多年草、食用可
⑥ 外出して家にいないこと
⑦ 春に深い紫の花を咲かせる野草
⑧ 何かしらの事物が時間的に変遷し
　 たありさま
⑨ 功労のあった者等に贈られる書状
⑩ 春告鳥の別名がある鳥
⑪ 三方五湖の一つ
⑫ 子どもの健全育成を目的に組織さ
　 れ、地域の子どもたちが集まり活
　 動を行う団体

　はがきに、答えと住所、氏名（お便りも大
歓迎！）を書いて、「広報みはまハ－トフル
クイズ」係（〒919‐1192美浜町郷市
25-25）まで送ってください。
　メールで応募される方は、次のアドレスに
送信してください。

【メールアドレス】
kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp

【QRコード】

　（ 1歳5カ月 )ちゃん

　好奇心旺盛で気になることに
一直線！
　最近は外遊びが大好き♡
　一人ですべり台もすべれるよ
うになったよ。お友達と遊ぶの
も大好き。みんななかよくして
ね☆

晴
は る ま

誠

生野　健一郎さん・唯さん
　　　　　　　  (佐田)の長男

まちびと まちびと 

川
尻　

登
志
子　

(

菅　

浜)

山
路　

義
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(

太　

田)

松
井　

と
し
子　

(

郷　

市)

淺
田　

惠
美
子　

(

金　

山)

長
谷
川　

美
代
子　

(

中　

寺)

酒
谷　

文
子　

(

日　

向)

福
嶌　

恭
子　

(

郷　

市)

片
板　

慶
子　

(

郷　

市)

田
邉　

初
穗　

(

河
原
市)

川
　
柳

ふるさと昔
よもやま話
(85)

↑若狭国吉城歴史資料館の落成式

若狭国吉城歴史資料館

開館 10周年 !

氏　名 性別 父・母 住　所

坪 金 希 來 女 　靖・裕子 佐 田

髙 田 　 燈 男 直生・優唯 日 向

中 村 希 子 女 　優介・久美子 金 山

　

平
成
31
年
春
、
若
狭
国
吉
城
歴
史
資

料
館
は
、
開
館
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

平
成
21
年
4
月
27
日
の
午
前
中
、
雨

混
じ
り
の
中
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
落
成

式
が
挙
行
さ
れ
、
そ
の
日
の
午
後
か
ら

一
般
公
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
を
は
さ
み
、
5
月

い
っ
ぱ
い
ま
で
無
料
開
館
と
し
た
こ
と
も

あ
り
、
連
日
多
く
の
お
客
様
で
に
ぎ
わ

い
、
開
館
1
ヶ
月
で
来
館
者
千
人
を
越

え
ま
し
た
。

　

美
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
に
庭
園

を
整
備
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
三
方

五
湖
青
年
会
議
所
様
か
ら
は
顔
出
し
看

板
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
等
、
周
辺
設

備
も
整
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

開
館
2
年
目
の
平
成
22
年
度
は
、
初

め
て
の
企
画
展｢

佐
田
田
辺
半
太
夫
家

伝
来
の
武
具
展｣

を
開
催
し
、
翌
23
年

正
月
か
ら
は
大
河
ド
ラ
マ
「
江
〜
姫
た

ち
の
戦
国
〜
」
の
放
映
が
始
ま
り
、
戦

国
福
井
と
国
吉
城
に
関
す
る
通
年
展
示

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の｢

城
の
形
〜
国
吉
城

の
姿
を
想
像
し
よ
う
〜｣

で
は
、
全
国

の
お
城
の
姿
を
再
現
し
た
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
を
一
堂
に
展
示
し
て
話
題
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
国
吉
城
址
本
丸
跡
等
、
山

城
部
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

後
に
総
石
垣
化
し
た
姿
や
鏡
石
を
備
え

た
虎
口
跡
等
が
発
見
さ
れ
、
城
郭
遺
跡

と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
平

成
29
年
春
に
は
続
日
本
百
名
城
に
選
定

さ
れ
て
、
ま
す
ま
す
来
館
者
が
増
え
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
開
催
し
た｢

み
は
ま

の
城
〜
あ
な
た
の
近
く
に
城
は
あ
る
〜｣

は
、
後
に｢

あ
な
た
の
近
く
に
城
は
あ

る｣

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
計
3
回
、
美
浜
町

と
周
辺
の
城
跡
を
多
数
紹
介
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
、
福
井
県
主
催
の｢

幕

末
明
治
１
５
０
年
博｣

で
は
、
幕
末
明

治
期
の
佐
柿
に
関
す
る
展
示
や
講
演
を

行
い
、
新
た
な
佐
柿
の
魅
力
を
発
掘
し

ま
し
た
。

　

昨
年
、
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ

た
資
料
館
母
屋
の
旧
田
辺
家
住
宅
で

は
、
展
示
以
外
に
も
各
種
団
体
と
の
コ

ラ
ボ
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
会
場
や

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
音

楽
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
す
る
等
、
文
化

財
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
料
館
と
そ
の
周
辺
は
、
地

元
佐
柿
区
主
催
で
毎
年
開
催
さ
れ
る

｢

佐
柿
国
吉
城
ま
つ
り｣

会
場
に
活
用

さ
れ
、
資
料
館
運
営
に
も
地
元
の
方
々

の
力
を
貸
し
て
い
た
だ
こ
う
と｢

国
吉

与
力
衆｣

を
創
設
す
る
等
、
佐
柿
区
と

の
絆
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
成
果
と
し
て
、
来
館
者

は
平
成
22
年
度
の
約
三
千
人
か
ら
年
々

増
加
し
、
現
在
は
年
間
八
千
人
を
数
え

ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
開
館
10
周
年
記
念

と
し
て
ま
す
ま
す
魅
力
あ
ふ
れ
る
企
画

展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

（
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
）

き こ

◎ご誕生

氏　名（ 旧 姓 ） 住　所

坊　　　達　也　＆　(澤　本)　亜矢乃 河原市

◎ご結婚

氏　名 住 所 年齢 届出人

八　木　八重子 郷 市 87 八 木 敏 和

田 中 ソ メ 竹 波 97 田 中 幸 夫

納　谷　　ふみ 丹 生 97 納 谷 　 力

山 口 久 幸 寄 戸 89 山 口 安 正

三 好 夏 子 郷 市 84 三 好 　 悟

金 森 節 子 日 向 82 古 川 聡 子

山 口 權 一 太 田 77 山　口　美智子

髙 木 弥 一 新 庄 97 髙　木　多喜雄

吉 長 武 朗 坂 尻 68 吉　長　二美枝

永 井 定 一 日 向 79 永 井 　 司

藤 長 義 美 木 野 77 藤 長 信 吾

野 原 チ ヨ 新 庄 92 孫 野 正 徳

酒 谷 善 吉 日 向 88 酒 谷 年 郎

嶌　本　　郎平 新 庄 85 嶌 本 　 均

◎おくやみ
県山林協会より活動表彰された
菅浜炭焼きの会会長の

＊菅浜炭焼きの会では、どのような活動を行っていますか。
　平成12年に結成してから約20年、炭焼きや森の保全、全国の学
生に対する体験、和紙の原料(雁皮)の生産を行っています。

榎本 強 さん ( 写真中央 )

＊ 今後の活動予定を教えてください。
　山を守ることで、川や海の水がきれいになり、また、治水にもつ
ながります。この活動を継承していくため、菅浜だけではなく活動
の幅を更に広げていきたいと考えています。また、炭焼きだけでな
く、ハーブの生産等を通じて観光客が菅浜で滞在できるイベント等
を企画し、地域の活性化を図りたいと考えています。

あかり

き こ

戸嶋町長と西村副町長に受賞を報告する菅浜炭焼きの会の皆さん
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人口の動き

■くらしのカレンダー■

●イベント　●健康診査・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、4月 16日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

5 月の納税 [納期限 5/31（金）] ※納付は口座振替が便利です。

固定資産税 (1期 )･軽自動車税 (全期 )

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

平成 31年5月

15（水）

16（木）

14（火）
13（月）

12（日）

11（土）
10（金）
9（木）
8（水）

7（火）

6（月）

5（日）

4（土）

3（金）

27（月）

26（日）

25（土）

24（金）

23（木）

21（火）

22（水）

20（月）

19（日）

18（土）
17（金）1（水）

2（木）

28（火)
29（水)
30（木)

31（金)

▼
平
成
の
終
わ
り
と
共
に
、私
も「
広
報
み
は

ま
」の
担
当
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
2
年
間
、さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、取
材
を
通
し
て
町

民
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
で
き
た
こ
と
は
、自
分

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。引
き
続
き「
広
報
み
は
ま
」を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
Ｐ
）

▼
新
元
号
令
和
と
共
に「
広
報
み
は
ま
」の
新

担
当
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、興
味
を
引
く
よ
う
な
広
報
を
作
成
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
規
）

▽
表
紙
の
写
真

　

4
月
8
日
に
行
わ
れ
た
宇
波
西
神
社
例
大

祭
で
の
獅
子
舞
の
様
子
で
す
。今
年
は
松
原
区

の
方
が
獅
子
舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

獅
子
が
激
し
く
大
き
く
動
く
た
び
、観
客
の

皆
さ
ん
を
大
き
く
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

※
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
み
は
ま
4
月
号
12
頁
の「
は
ぴ
け
あ
」

の
予
約
連
絡
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

誤
：

正
：

　

関
係
者
の
皆
様
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
を
お
詫
び
し
、訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平成31年4月1日現在

人口総数
    9,459人
男 4,624人
女 4,835人

前月比
（－92）
（－46）
（ー46）

世帯数
  3,672世帯 (－24)

  8:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　(久々子水神公園広場)
  8:00～町民野球大会(総合運動公園野球場)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～1歳6か月児健診(はあとぴあ)

 8:00～住民健診[特定健診、肝炎、肺･胃･
　　　　  大腸･前立腺がん検診](はあとぴあ)
13:00～住民健診[特定健診、肝炎、肺･大腸･
　　　　前立腺･子宮･乳がん検診、歯科健診]
　　　　　　　　　　　　　　 (はあとぴあ)
13:30～みはま土曜歴文講座(歴史文化館)
　　　　　　　　　　　　　※14頁参照

  8:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　(久々子水神公園広場)
  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

10:30～さくらんぼひろば
　　｢春のおさんぽにでかけよう｣
　　(子育て支援センター)※10頁参照

天皇の即位の日
弥美神社例大祭(宮代)

国民の休日

憲法記念日
10:00～わんぱくフェアin美浜･きいぱす
　　　　　　　　　　 (丹生特設会場)～4日
10:00～きいぱすフェスタ(きいぱす)～4日

みどりの日

こどもの日
早瀬子供歌舞伎
  8:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　(久々子水神公園広場)

振替休日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

10:00～1歳児教室(はあとぴあ)

織田神社例大祭(佐田)

  8:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　(久々子水神公園広場)
  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)
  8:45～第31回美浜･五木ひろしふるさとマラソン
　　　　　　　　　　　　　　　(丹生特設会場) 

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
19:30～町民人権講座(なびあす)

 8:00～住民健診[特定健診、肝炎、肺･胃･
　　　　  大腸･前立腺がん検診、骨密度検査]
　　　　　　　　　　　　　　(北西郷公民館)
13:00～住民健診[大腸･子宮･乳がん検診]
　　　　　　　　　　　　　　(北西郷公民館)

狂犬病予防注射※17頁参照
13:30～育児講座｢ベビーマッサージ講習会｣
　　　　(子育て支援センター)※10頁参照

連
休
中
の
ご
み
収
集･

受
入
れ
は

　
　
　
　
　

4
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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